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第１次中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026 年３月期から 2028 年３月期にかけての中期経営計画を新たに策定しましたので、お知

らせいたします。 

なお、第１次中期経営計画の詳細説明資料は 2025年６月上旬を目途に開示させていただきます。 

 

記 
 

１．第１次中期経営計画の骨子 

 第１次中期経営計画期間（2026/3期～2028/3期）は、2024年 11月に公開した「長期ビジョン 2035」

を実現するための基盤固めの期間と位置付け、従来のハード（拠点・加工設備）投資のみならず、ソフ

ト（人的資本・IT・DX）への投資にも軸足をシフトしていく方針です。 

 

２．財務目標 

【財務目標】 

 

 

 

 

 

 
 

【キャピタルアロケーション（2026/3期～2028/3期）】 

デット調達 株主還元

約60億円＋α

営業CF

約280億円

成長投資

約150億円＋α

ソフト投資

約50億円

長期借入金返済

約70億円
 

（億円） 2025年3月 2028年3月 2035年3月

売上高 2,719 3,100 5,000

EBITDA 105 125 240

営業利益 68 75 200

ROE 5.1% 6.0% 10.0%



【株主還元政策】 

・配当方針の変更 

2026年３月期計画では、従来の配当性向 30％に加え、下限配当として 69円/株と設定。 

・自己株式取得 

2026 年３月期に５億円を上限とする自己株式取得を決定。状況を勘案しながら追加取得も適宜

検討する。 

 

３．非財務取り組み 

【人的資本】 

・人的資本の強化を目的として人事制度の見直しを実施予定。 

・従業員のエンゲージメント向上に向けた施策を検討する。 
 

【IT・DX】 

・営業の効率化のための CRM 刷新、経営管理の効率化のための BI ツール活用による ROE 向上に資

する取り組みを検討。 

・長期ビジョン 2035記載の eプレイス構想の実現に向けてロボットや生成 AIの活用を進め、2028

年のローンチに向けて推進。 
 

【ESG取り組み】 

E：GHG排出量削減に向けた取り組みを推進 

S：上記の人的資本の取り組みに加え、財団法人の設立による学びの機会の提供 

G：取締役会の実効性向上、コンプライアンスの強化 

 

４．株価と資本コストを意識した経営 

 PBR0.5倍割れの状況が続いており、ROEが株主資本コスト（約７％と認識）を上回るための取り組み

が急務。また、PERも全上場企業の平均値を下回っており、PERの改善取組も必要。 

 

【PBR推移】（単位：倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な取り組み】 

・売上総利益率の向上（加工品販売比率の向上、工事請負事業売上高の拡大） 

・総資産回転率の改善（eプレイス構想の実現に向けたハードの活用） 

・株主還元強化（下限配当の設定、DOEについても継続検討） 

・IR（投資家向け取り組み）機能の強化 

以 上 
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